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の
時
代
だ
が
、
県
議
会
で
は
六
十
九
議
席
中
四
十
六

議
席
を
民
主
党
が
取
っ
た
。
議
長
席
は
当
然
民
主
党

が
得
た
が
、
副
議
長
席
を
野
党
に
渡
せ
、
渡
さ
ぬ
の

大
混
戦
。
結
局
、
民
主
党
が
独
占
し
た
。
Ｋ
・
Ｉ
議

員
が
「
我
が
県
会
は
全
く
ば
り
雑
言
の
中
に
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
発
言
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
の
と
き

議
長
に
選
任
さ
れ
た
の
が
為
次
だ
っ
た
。
地
方
議
会

が
行
政
か
ら
独
立
、
議
長
は
議
会
を
代
表
す
る
と
明

記
す
る
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
て
最
初
の
議
長
だ

っ
た
。
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
五
月
に
は
再

任
さ
れ
、
翌
年
八
月
ま
で
三
年
三
か
月
務
め
た
。

　

為
次
の
町
長
・
県
議
会
議
員
兼
務
時
代
は
日
本
列

島
全
体
で
い
え
ば
食
糧
難
時
代
だ
が
、
農
村
碧
海
郡

安
城
町
は
相
対
的
に
は
財
政
に
余
裕
が
あ
っ
た
。
一

九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
十
二
月
、
中
部
日
本
新

聞
が
「
碧
海
に
新
築
続
々
、
農
業
王
国
安
城
の
底
力
」

と
報
じ
た
。
商
工
館
や
警
察
庁
舎
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
十
月
、
愛
知
県
を

会
場
に
し
た
国
民
体
育
大
会
が
終
わ
る
と
、
安
城
で

は
町
民
の
関
心
が
急
に
市
制
施
行
是
非
論
に
移
っ
た
。

為
次
は
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
四
月
に
は

県
議
会
議
員
を
辞
職
し
て
町
長
選
挙
に
再
出
馬
し
、

自
由
党
系
の
候
補
と
激
し
く
戦
い
、
再
選
さ
れ
た
。

市
制
施
行
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
小
さ
い
市
で
あ
る

よ
り
も
、
日
本
一
大
き
い
町
の
方
が
よ
い
」「
安
城
に

は
ま
ず
農
村
計
画
の
確
立
を
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
な
か
で
、
為
次
は
「
田
園
都
市
構
想
」
を
打
ち
出

し
た
。
為
次
は
、
町
の
集
会
で
「
田
園
都
市
と
い
う

の
は
農
村
生
活
の
中
に
都
市
的
文
化
の
恩
恵
を
十
二

　

県
議
会
議
員
大
見
為
次
が
所
属
し
て
い
た
政
友
会

は
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
夏
に
解
党
し
、

秋
に
は
大
政
翼
賛
会
に
入
っ
た
。
そ
し
て
終
戦
を
迎

え
た
。
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
年
）
四
月
に
は
衆

参
両
院
議
員
選
挙
、
そ
れ
に
第
一
回
統
一
地
方
選
挙

が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
向
け
て
三
月
に
は
民
主
党
（
総

裁 
芦  
田 
あ
し 
だ 

均 
）
が
結
成
さ
れ
た
。
為
次
は
こ
れ
に
入
り
、

ひ
と
し

民
主
党
の
県
議
会
議
員
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
五
日

の
安
城
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
。
同
月
三
〇
日

の
県
議
会
議
員
選
挙
に
も
再
出
馬
、
両
方
に
当
選
し

て
い
る
。

　

こ
の
と
き
国
政
は
吉
田
茂
内
閣
（
日
本
自
由
党
）

分
に
取
り
入
れ
た
理
想
農
村
…
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
翌
年
五
月
五
日
に
安
城
市
が
誕
生
し
、
為

次
は
初
代
市
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
の
市
長
選
挙
で
は

前
回
と
同
じ
系
列
の
大
物
候
補
と
激
戦
、 
僅  
差 
で
再

き
ん 
さ

選
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三

四
年
）
の
市
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
が
、
前
回
と
同

じ
二
大
勢
力
の
票
取
り
合
戦
と
な
り
、
新
し
い
こ
と

に
積
極
的
な
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
の
住
人
は
、
僅
差
で

新
市
長
を
選
ん
だ
。

　

為
次
は
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
正
月
号

『
広
報
』
に
十
二
年
間
行
っ
て
き
た
町
政
・
市
政
を

「
…
予
算
で
農
、
商
、
工
、
勤
労
者
が
互
い
に
厚
薄

の
な
い
よ
う
に
、 
然 
も
地
域
的
に
も
均
等
に
施
策
す

し
か

る
た
め
に
は
実
際
む
づ
か
し
い
…
が
『
産
業
の
発
展
、

文
化
の
向
上
は
道
路
の
改
善
か
ら
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

砂
利
置
き
舗
装
の
延
長
…
環
境
衛
生
の
面
か
ら
道
路

側
溝
の
整
備
を
進
め
（
て
来
た
）
…
」
と
書
い
て
い

る
。「
文
化
」「
均
等
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
の
が
彼

の
特
色
で
あ
っ
た
。
為
次
の
田
園
都
市
構
想
は
、
彼

が
青
年
時
代
に 
双  
葉  
舎 
の
先
輩
た
ち
と
考
え
て
い
た

ふ
た 
ば 
し
ゃ

「
農
村
に
も
文
化
を
、
暮
ら
し
の
向
上
を
」
と
い
う

希
望
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
工
場
誘
致
時
代
に

な
っ
て
も
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
名
で
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
。

　

為
次
は
、
政
治
か
ら
退
い
た
後
も
、
全
国
農
林
共

済
組
合
連
合
理
事
な
ど
を
務
め
、
一
九
六
二
年
（
昭

和
三
七
年
）
五
月
病
没
。
享
年
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
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